（様式　７－１）
２　業務実施内容と実施手法について（その１）

	(1) 中学生向けの支援について
　ア　生徒の学力や特性を、どのような手段で評価して把握するか、記載してください。








　イ　発達障害や学習障害のある子への学習支援について、どのような工夫をするか記載してくださ
い。








　ウ　学力向上のための教材を、どのように提供するか記載してください。









　エ　「利用者の学力や意向」と「適切な進学先」を、どのようにマッチングさせるか、記載してください。






（様式　７－２）
■ 業務実施内容と実施手法について（その２）

	(2) 高校生向けの支援について
　ア　高校生の中退防止について、どのように取り組むか、記載してください。















　イ　高校生世代（高校に在籍してるか否かに関わらず、おおむね15～18歳)が、将来の選択肢を広げられるような講座を、どのように開催するか記載してください。
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